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外出自粛のさなか、コアメンバーだけで粛々と続けた谷戸保全作業でした

が、同時期に重なる田植えと麦刈りも無事にこなし、いよいよ盛夏に向かって

います。お待たせしました。７月からは多くの方々のご参加を期待しています。 

お知らせ ＆ 体験学習

山崎の夏まつり 

体験学習について

第 12回総会 6/7(日)



夏休みが始まる頃、大きなアゲハチョウが目立ちます。谷戸では、黄色いアゲハチョウが２種類（ナミ
アゲハ、キアゲハ）、黒いアゲハチョウが 6種類（クロアゲハ、モンキアゲハ、ナガサキアゲハ、ジャコウ
アゲハ、アオスジアゲハ、カラスアゲハ）いて、市内のアゲハチョウの大部分が見られます。チョウが生息
するには、幼虫（イモムシ）が食べる植物、成虫（チョウ）の食料になる花の蜜がたくさんあることが大事
です。真夏は花が少ないので、チョウが特定の植物に集中しているように見えます。アゲハチョウの仲間
にはヤブガラシ（ツル草）、クサギ（よい香りの白い花が咲く木）の花が特に好まれるようです。ある研究
では夏のアゲハチョウの数は、クサギの本数に左右されると報告されていました。真夏はチョウたちが花
の蜜に不自由しているのかもしれません。ところが、ヤブガラシもクサギも里山の手入れでは真っ先に切
られてしまいがちです。ヤブガラシが育ちすぎると、ほかの植物を枯らすほど伸びたり、クサギが大きく
なると通行の邪魔になったり、日陰を作ってしまいます。里山の保全のために放任はできませんが、チョ
ウなど昆虫のために、ある程度残すことはできないでしょうか。工夫をすればそれは可能だと考えます。
例えば、散策路沿いは刈り込むことが必要ですが、散策路の斜面の上の方（数年に一度木障切りをしてい
る部分）や、広場や土手の片隅なら、ヤブガラシもクサギも残せそうです。山崎の谷戸で数年前、農家風休
憩舎の周辺に数本のクサギを意図的に残したところ、アゲハチョウの仲間がたくさんやってくるようにな
りました。里山の作業に、生きものに目を向けるゆとりを加えることで、谷戸がもっと楽しくなります。 
●谷戸の様子 
前の号でお伝えした、ゼフィルス（里山の貴重なチョウ）の一種、ウラナミアカシジミを今年も確認で
きました。５月末にゲンジボタルが光り始めると同時に、田んぼのカエルがシュレーゲルアオガエルの鳴
き声から、アマガエルの鳴き声に入れ替わりました。田植え後の稲株に産卵することでしょう。近年、移
入種（外部から持ち込まれた生きもの）のモリアオガエルが増えてきており、ホタル観察で夜歩くと鳴き
声が聞こえます。移入種と言えば、中国産のガビチョウが増えていて、うるさいほど鳴くようになりまし
た。幸い、ガビチョウの影響を受けると言われていたウグイスは余り減っていないようです。ホトトギス
も鳴いています。今年は春から 10日ほど早めに季節が進んでいますが、山崎の谷戸でもヘイケボタルを６
月６日に見つけて驚きました。例年より半月ほど早いペースです。 

アゲハチョウに擬態した“ガ”にようやく

出会えた。降り出しそうな梅雨空だったが、もう一か所気になる湿地を見てから帰ることにして正解だっ

た。昆虫を探していると“努力は裏切らない”といつも思う。体の中に毒を持 

ち捕食者に襲われにくいジャコウアゲハに擬態しているといわれる。腹部 

に紅班があるところはそっくりだが、こうしてとまっているとむしろク 

ロアゲハに似ている。またジャコウアゲハがいない東北地方にもアゲハ 

モドキがいるのもおかしいよね。サイズは翅を広げて6㎝程度で本家と 

比べてだいぶ小さい。飛び方も敏捷ではなく、ゆっくりとしている。幼虫 

の食草は谷戸に多いミズキやクマノミズキなのでもっと見てもよさそうだが。 

（たのくろまめお） 

～ アゲハモドキ   本当は誰に擬態
ぎた い

しているの？ ～

自然だより ～ アゲハチョウと散策路の植物 ～

谷戸往来

青空自主保育の保全活動  6/27(土) 

        （28（日）、7/5（日）も予定）

谷戸の生きもの 



各班のお知らせ 



７月 

４日 （土）   生 夜の自然パトロール 

５日 （日）   田 田の草取り ☆ 

            雑 土手保全のための草刈り 

８日 （水）   畑 にんじんの種蒔き ☆ 

１２日（日）   田 田の草取り 

            雑 下草刈り ☆ 

            自 里山探検隊 「谷戸しごと」 

１５日（水）   農 梅干し作り（赤じそ仕込み）

１８日（土）   生 夜の自然パトロール 

１９日（日）   田 田の草取り 

            畑 さといもの草取り・土寄せ 

            雑 土手の草刈り 

２４日（金・祝）田 田の草取り 

            鎌倉レンジャーズ 

２６日（日）   田 土手の草刈り ☆ 

            雑 雑木林の下草刈り 

            講座「谷戸の生きもの」 ☆ 

８月 

２日 （日） 田 畔の草刈り 

          畑 さつまいもの草取り・つる返し ☆ 

          雑 草刈りして水路整備  

          講座「堆肥作り」 ☆ 

４日 （火） 自 里山探検隊 「かかし作り」 

５日 （水） 農 梅干し作り（天日干し）

９日 （日） 田 畔の草刈り  

１２日（水） 生 夏のチョウ生息地の保護作業

１６日（日） 雑 アズマネザサの刈り取り ☆ 

２３日（日） 田 ネット張り 

２６日（水） 畑 大根畑の耕し 

長ねぎの土寄せ 

          生 草原の昆虫の保護作業 

３０日（日） 雑 アズマネザサの除去 

９月 

２日 （水） 農 麦わら細工（しおり作り）

６日 （日） 田 すがい作り ☆ 

          畑 大根の種蒔き 

          雑 刈払い機で草刈り  ☆ 

          講座「谷戸の植物観察」 ☆ 

９日 （水） 生 秋のチョウ生息地の保護作業

１２日（土） 生 夜の自然パトロール 

１３日（日） 田 はさ作り（田んぼ横） ☆ 

１４日（月） 畑 草取り・草刈り  ☆ 

２０日（日） 田 はさ作り（もめんばたけ奥）

２３日（水） 畑 大根の間引き 

長ねぎの土寄せ 

２７日（日） 田 稲刈り準備 畔の草刈り 

          雑 稲刈り前の草刈り  ☆ 

２８日（月） 畑 かぶ・冬菜の種蒔き 

今後の情勢によって中止や延期の可能性があります。 

ホームページ、または事務所にご確認ください。  

田：田んぼ班     畑：畑班    雑：雑木林管理班    

農：農芸班  自：自然遊び班  生：生態系保全班  植：植物育成班 

〒247-0066 鎌倉市山崎 1667 鎌倉中央公園管理事務所内

TEL/FAX 0467-47-1164 木曜を除く 10 時～16 時

 ： https://yato-yamasaki.sakura.ne.jp  
：ya-yato@arrow.ocn.ne.jp

● 次号（会報９９号）は、２０２０年９月に発行予定 

☆ 谷戸塾     里山一日体験  

各班活動  ：   9：30 に農家風休憩舎集合（農：農芸班は、10 時） 

夜の自然パトロール ： 18：30 山崎口ししいし前集合 20：30 ごろまで


